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横胴縁:60x60@ 400
木材保護木炭塗料塗布

外壁:杉板さ さら 子下見板張t= 30
          木材保護木炭塗料塗布
　 　  透湿防水ｼ ﾄー
          構造様合板t= 12

 

     

水切:ガルバリウム
          鋼板曲加工

鼻隠し :窯業系サイディ ング

断熱:押出法ポリ スチレンフォームt= 50

△設計GL±0

▽FL±0
▽ モルタ ル天端
△ 基礎天端

加工場室内

屋根:長尺ガルバリウム鋼板ハゼ葺き
　 　  垂木
　 　  改質アスファ ルト シート
　 　  構造用合板t= 12+ 12

:

スチールシャッタ ー

▽軒高= 8565

▽最高高さ = 12050

構造用合板t= 12
木材保護木炭塗料塗布

軸組： 木材保護塗料塗布:

軸組:木材保護塗料塗布

外壁:杉板さ さら 子下見板張t= 30
          木材保護木炭塗料塗布
          透湿防水シート
　 　  構造用合板t= 12

     

着色モルタ ル暴れ刷毛引仕上

水切:ガルバリウム鋼板曲加工

アルミ 製外倒し
排煙換気窓

着色モルタ ル
暴れ刷毛引仕上

吊材:St○-89.1x3.2 SOP塗装

横胴縁:60x60@ 400
              木材保護木炭塗料塗布

天井:木材保護木炭塗料塗布

床： 保護強化剤
　   コ ンクリ ート 金ゴテ仕上
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断面図　 S= 1:150
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配置兼平面図　 S= 1:200

加工場室内

N

軒先ライン

基礎立上り：モルタル金コテ仕上げ:

基礎立上り擦付け：
着色モルタル暴れ刷毛引き仕上げ

床仕上：モルタル金コテ仕上げの上
　　　　保護強化剤

斜壁 軒天接地ライン

スロープ
GL±0〜100

スロープ
GL±0〜100

1FL=GL+100

勝手口

PS

PS

舗装：割栗石敷き

シャッター開口

製作蔀戸

基礎立上り擦付け：

着色モルタル暴れ刷毛引き仕上げ
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エバーフィ ールド 木材加工場

プ ロ ポーザルにおいて選出さ れ、 実現し た木造建築である。 設計条件と し て、 地元産中小径材を 使用する こ と 、 特殊な金

物や工法を 避け在来軸組工法により 建設するこ と 、 木材の架構自体が美し いデザイ ンと なるこ と が求めら れた。

こ こ では、「 生物材料」 と し ての木の性質に着目し て、 木材を 生物における細胞のよ う な存在と し て捉え、 それら が伸び縮

みし て形成さ れる 集合体が構想さ れた。 主に 120 ㎜角及びその半割の製材から なる ３ 角形ユニッ ト を 単位と し て、 こ れら

が互いに「 支える ー支えら れる」 関係を 繰り 返す〈 木造レ シプロカ ル構造〉 により 全体が構成さ れている。

ド ーム状の大屋根と 壁を スムーズ接合し つつ敷地境界を 越えないよ う に平面形状を 雁行さ せる 、 間口の小さ な敷地に大型

車がアプロ ーチし やすいよ う に平面を 隅切り し て搬入口を 設ける など 、 意匠と 構造が滑ら かに連動する システムによ り 、

生物の細胞分裂を 思わせる 有機的秩序を 帯びた全体像が実現し た。 同時に、 建築技術の継承と 発展、 地域経済の興隆、 低

炭素社会の実現等、 様々な社会的課題の解決に貢献する建築と なっ ている。

在来軸組工法に根差し つつ、 設計・ 木材加工・ 施工の全ての段階で 3D データ による管理が行わ

れた新世代の木造建築であり 、 大工の技術力向上にも 寄与し ている。 地域工務店が主導し 、 設計

初期から 施工者、 大工、 森林組合、 設計者が一体と なっ て設計・ 施工を 行っ たこ と によ り 、 こ の

唯一無二な建築が実現し た。

壁から 屋根へと 連続するレ シプロカ ル構造による架構が、 建物内外を 緩やかにつなぐ 。 本建築のよう な複雑なジオメ ト リ ーに対する特殊解と し てだけでなく 、 今後の建築に適用可能な普遍性や汎用性を 持つ構造システムと なっ ている。

レシプロカ ル壁の高さ は約5700m m ～9500m m .壁は材を1本ずつ組み
上げ,屋根は梁間方向のスパン半分の長さ で地組し 繋ぎ合わせた.
レシプロカ ル（ 相持ち）構造の概念モデル
ト ラスユニット によるレシプロカ ル構造.上弦材と 上弦材、上弦材と 斜材
をお互いに15m m 切削・ 嵌め合せて応力を支圧で伝達
最長4m の熊本県小国町産のスギの組み合わせでト ラスユニット を形成
すべての部材は異なる形状で切削さ れた接合部同士嵌合し ,組み上がっ
ている.接合部はボルト 締めで,腐食し た場合は取り替え可能
東側外観「 地域の工務店から施工する新しく 美し い木造大スパン空間」,「
技術者の育成の場としての活用から 地域の活性化まで見据えた施設整
備」,と いう ふたつをテーマにし たプロポーザルで選定さ れた.
外壁は30m m の杉板さ さら子下見板張.
俯瞰.方向ごとに屋根の形状が変化する.
ﾓｯｸｱｯﾌﾟ の建方見学会の様子.主に県内の建設業者,設計事務所,建築を
学ぶ学生が参加.
現場でのﾚｼﾌﾟ ﾛｶﾙ屋根の地組.
1工区ではﾚｼﾌﾟ ﾛｶﾙ屋根を 一体で作り 組み上げたが,桁行方向の接合部
を合わせるのが困難で,屋根架構を半分に分けて地組し 中央で接合する
ことにし た.
俯瞰.建方に要し た期間は7ヶ月.
工事関係者や地域住民を招待し た落成式.
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